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た
た
く
ヤ
暴
行

悪
，
，
名
誉
毀
損

いじめは犯罪
弁護士が授業

文
科
省
は
２
０
１
７
年
度

に
弁
護
士
の
出
前
授
業
を
行

う
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
２
自

治
体
を
選
定
。
授
業
例
や
刑

事
事
件
に
な

っ
た
事
例
を
盛

り
込
ん
だ
手
引
書
を
作
成

し
、

‐８
年
度
か
ら
教
員
が
同

様
の
授
業
を
行
う
。

学
校

で
は

こ
れ
ま

で
も

「
道
徳
の
時
間
」
や
学
級
活

動
で
、
い
じ
め
ら
れ
る
側
の

気
持
ち
を
考
え
る
授
業
な
ど

を
行

っ
て
い
る
が
、
い
じ
め

は
後
を
絶
た
な
い
。

１５
年
度

の
問
題
行
動
調
査

に
よ
る

と
、
全
国
の
小
中
高
校
と
特

別
支
援
学
校
の
い
じ
め
認
知

件
数
は
２２
万
４
５
４
０
件
と

前
年
度
を
３
万
６
４
６
８
件

上
回
り
、
増
加
傾
向
に
あ
る
。

大
学
教
授
ら
有
識
者
で
つ

く
る
文
科
省
の

「
い
じ
め
防

止
対
策
協
議
会
」
は
昨
年
１１

月
、
弁
護
士
な
ど
に
よ
る
法

教
育
の
推
進
を
提
言
。
文
科

省
は
、
道
徳
教
育
の
充
実
に

加
え
て
法
律
に
よ
る
抑
止
力

に
着
目
し
た
教
育
手
法
の
導

一

入
が
必
要
と
判
断
し
た
。

具
体
的
に
は
、
た
た
い
た

一準
般
雑
時
帥
噂
ド
降
確
”
紳

一

が
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
な

一

ど
を
実
例
と
共
に
教
え
る
。　

・

弁
護
士
に
よ
る
出
前
授
業

一

を
め
ぐ

っ
て
は
、
大
阪
府
箕

一

面
市
立
第

一
中
学
校
が
大
阪

一

弁
護
士
会
と
協
力
し
て
１５
年

十

度
か
ら
年

１
回
行

っ
て
い

一

る
。
今
年
度
は
昨
年
１１
月
、

一

弁
護
士
が
中
学
１
年
の
全
６

一

ク
ラ
ス
で
２
時
間
に
わ
た

っ

て
、
い
じ
め
が
傷
害
や
名
誉

毀
損
に
当
た
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
説
明
し
た
。

生
徒
に
よ
る

ロ
ー
ル
プ
レ

―
も
行
い
、
友
人
が
悪
口
を

言
わ
れ
て
い
る
場
面
で
、
自

分
な
ら
ど
う
す
る
か
に
つ
い

て
も
考
え
さ
せ
た
。
授
業
後
、

生
徒
か
ら
は

「
軽
い
気
持
ち

で
や

っ
て
い
る
こ
と
が
犯
罪

に
な
る
こ
と
が
分
か

っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
挙
が

っ
た
と

い
う
。
生
徒
指
導
主
事
の
大

原
達
哉
教
諭

（２８
）
は

「
専

門
家
の
話
は
説
得
力
が
あ
り

生
徒
は
真
剣

に
聞

い
て
い

た
。
今
後
も
実
施
し
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。

文科省、2自治体で開始

弁護士がい じめは犯罪行為に当たる可能性があることを説
明 した (2016年 11月 、大阪府箕面 市立第一中学校 )
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【
ロ
ン
ド
ン
ーー
小
滝
麻
理

子
】
英
国
の
メ
イ
首
相
は
１７

一日
、
ロ
ン
ド
ン
市
内
で
演
説

し
、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
か
ら

の
離
脱
に
関
す
る
基
本
方
針

を
示
し
た
。
移
民
制
限
な
ど

英
国
の
権
慎
回
復
を
実
現
す

ば
）
に
関
し
、

メ
イ
氏
は
こ

一決
定
後
も
単

一
市
場
に
残
留

帥錬懐果「黎卿証尭〕章購一寺権姫つを砕ｔヽるな樺嘘能切

べ
る
に
と
ど
め
、
具
体
的
な

一　

メ
イ
氏
は
演
説
で

「
単

一

移
鞠
峰
篠
ポ
＋
狂
い
諄
動

時

一軸
勢
球
暖
伽
船
李
町
御
砲
韓

離
脱
を
巡
り
、
英
国
内
で
は

一
は
Ｅ
Ｕ
離
脱
で
は
な
い
」
と

療
|'罵

英
首
相
、離
脱
方
針
を
表
明

薙統動と「的『却な一ｔヽ市ウ一一柳帥強勢範弥功都卸紳賄

配い布備蝶蛤聡薩ガネゆ一連囀隼６２ギ錬車Ｍ帥妊守

引
を
認
め
る
単
一
市
場
か
ら
一で
決
ま
っ
た
Ｅ
Ｕ
離
脱

（Ｂ

歳推並帥醍競犠斐森瑚吼一卜ｒ‐‐ｅｒ就誤一一ノルの↓とッ

EU離 脱 につ いて演説す
るメイ英首相 =ロ イ ター

和和”す中乖非や寿却卵一中韓車帥印叶中如却抑巾一”中帥］囀帥卑車的的枠

語

っ
た
。
移
民
制
限
や
国
境

管
理
な
ど
の
権
限
回
復
を
優

一

先
し
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
を
選
ん
だ

一

田
民
の
不
満
に
応
え
る
。　
　
一

そ
の
代
わ
り
、
離
脱
後
に

．

Ｅ
Ｕ
と
包
格
的
な
自
由
貿
易

！

協
定

（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
の
締
結
を

司
法
権
か
ら
の
独
立
な
ど
、

離
脱
交
渉
に
向
け
た
１２
の
優

先
事
項
を
提
示
し
た
。

今
後
の
焦
点
は
Ｅ
Ｕ
と
の

交
渉
に
移
る
。

メ
イ
氏
は
３

月
末
ま
で
に
Ｅ
Ｕ
側
に
離
脱

を
正
式
に
通
知
し
、
原
則
２

年
の
交
渉
期
間
を
経
て
、

１９

年
春
ま
で
に
Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱

す
る
計
画
を
描
く
。

Ｅ
Ｕ
側
は
英
国
だ
け
を

「
特
別
扱

い
」
し
な

い
考
え

で
、
交
渉
は
難
航
が
予
想
さ

れ
て
い
る
。
交
渉
が
長
引
け

ば
経
済

へ
の
不
透
明
感
が
高

ま
り
、
英
国
か
ら
の
投
資
資

金
が
流
出
し
か
ね
な
い
。 ヨ径  /ん伊
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「相
違
超
え
結
束
を
」

オ
バ
マ
大
統
領

最
後
の
演
説

【
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
西
田
進

一

郎
】
オ
バ
マ
米
大
統
領
は
１０
日

夜

（日
本
時
間
１１
日
午
前
）
、

地
元
の
米
中
西
部
シ
カ
ゴ
で
任

期
を
締
め
く
く
る
最
後
の
演
説

を
行
い
、

「民
主
主
義
の
維
持

に
は
相
違
を
超
え
て
橋
束
す
る

こ
と
が
重
要
だ
」
と
訴
え
た
。

移
民
や
イ
ス
ラ
ム
教
徒
な
ど

ヘ

の
排
他
的
な
姿
勢
を
示
す
ト
ラ

ン
プ

次

期

大

統

領

を
念

頭

に

「分
断
で
は
な
く
結
束
だ
」
と

強
調
し
た
。
オ
バ

マ
氏
は
今
月

２０
日
の
退
任
を
控
え
た
今
回
の

演
説
で

「我
々
の
民
主
主
義
は

（十
分
機
能
す
る
と
）
当
然
視

し

た

時

に
脅

か

さ

れ

て

し

ま

う
」
と
も
述
べ
、
健
金
な
民
主

主
義
の
確
保
に
は
不
断
の
努
力

が
欠
か
せ
な
い
と
指
摘
し
た
。

そ
の
上
で
、
ト
ラ
ン
プ
次
期

政
権
と
の
間
で
円
滑
な
政
権
移

行
作
業
を
進
め
て
い
る
と
し
な

が
ら
も
、
昨
秋
の
大
統
領
選
以

降
、
米
国
で
移
民
や
イ
ス
ラ
ム

教
徒

へ
の
差
別
が
伝
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら

「人
種
問
題
は

し
ば
し
ば
米
社
会
を
介
断
さ
せ

て
し
ま
う
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し

た
。

「移
民
の
子
供
た
ち
を
大

切
に
し
な
け
れ
ば
、
私
た
ち
の

子

供

の
未

来

を

損

ね

て

し

ま

う
」
と
ト
ラ
ン
プ
氏
を
改
め
て

け
ん
制
し
た
。

オ
バ

マ
氏
は
２
期
８
年
の
実

績
と
し
て
、
リ
ー
マ
ン

・
シ

ョ

ッ
ク
（
２
０
０
８
年
）
を
機
に
陥

っ
た
歴
史
的
不
況
か
ら
の
経
済

再
生
を
挙
げ
た
。
さ
ら
に
医
療

保
険
に
未
加
入
だ

っ
た
２
０
０

０
万
人
近
く
の
国
民
が
医
療
保

険
に
加
入
し
た
医
療
保
険
制
度

改
革

（
オ
バ

マ
ケ
ア
）
の
実
現
に

つ
い
て
も
言
及
し
た
。
地
球
温

暖
化
対
策
を
軽
視
す
る
ト
ラ
ン

プ
氏
の
姿
勢
を
念
頭
に

「次
世

代

へ
の
一異
切
り
だ
」
と
述
べ
る

な
ど
、
自
身
の
レ
ガ
シ
ー
（
政
治

的
遺
産
）
を
覆
そ
う
と
す
る
ト

ラ
ン
プ
氏
を
暗
に
批
判
し
た
。

外
交
面
で
は
キ
ュ
ー
バ
と
の

国
交
回
復
や
、
イ
ラ
ン
の
核
開

発
を
制
限
さ
せ
た
合
意
に
触
れ

た
ｏ

０８
年
大
統
領
選
に
当
選
し

た
時
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

「イ

エ
ス

・
ウ

イ

・
キ

ャ
ン
」
を
持
ち
出

し
、

「イ

エ
ス

・
ウ

ィ

・
デ

ィ

ド

（我
々
は
や
り
遂
げ
た
）
」

と
成
果
を
誇

っ
た
。

任
期
中
最
後
の
国
民
向
け
演
説
の
途
中
、

涙
を
ぬ
ぐ
う
オ
バ
マ
大
統
領
――
中
西
部
イ

リ
ノ
イ
州
シ
カ
ゴ
で
１０
日
、
Ａ
Ｐ

な」鞭唯
″中．耳強下画

】々 )/,2



米大統領報道官

△買
外
部
記
者

参
加
ヘ

【
ワ
シ
ン
ト
ン
西
田
進

一
郎
】
ス
パ
イ
サ
ー
米
大
統
領
報
道

富
は
２３
日
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
発
足
後
、
初
め
て
と
な
る
定
例
記

者
会
見
を
開
い
た
。
政
権
と
主
要
報
道
機
関
は
、

２０
日
の
大
統

領
就
任
式

の
参
加
者

の
数
な
ど
を
巡

っ
て
対
立
が
収
ま
ら
な

い
。
ス
パ
イ
サ
ー
氏
は
Ａ
Ｐ
通
信
な
ど
主
要
媒
体
か
ら
質
問
さ

せ
る

「慣
例
」
に
従
わ
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
電
話
を
使

っ
て

ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ
ス
外
の
記
者
も
参
加
さ
せ
る
制
度
の
導
入
も
発

表
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
メ
デ

ィ
ア
と
の
関
係
も
大
き
く
変

え
よ
う
と
し
て
い
る
。

,こ すκ「 |

「報
道
の
方
向
が
常

に

（
ト

ラ
ン
プ
政
権
に
）
否
定
的
で
、

士
気
を
く
じ
い
て
い
る
」

ス
パ
イ
サ
ー
氏
は
記
者
会
見

で
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
関
す

る
報
道
が

「
で
き
な
い
、
決
し

て
成
し
遂
げ
ら
れ
な
い
、
勝
て

な
い
、
成
功
し
な
い
」
と
い

っ

た
調
子
だ
と
主
張
、
メ
デ

ィ
ア

ヘ
の
不
満
を
ぶ
ち
ま
け
た
。
ト

ラ
ン
プ
氏
も
メ
デ

ィ
ア
と

「戦

争
し
て
い
る
」
と
語

っ
た
ほ
か
、

政
権
は

「あ
ら
ゆ
る
手
段
を
尽

く
し
て
応
戦
す
る
」

（
プ
リ
ー

バ
ス
大
統
領
首
席
補
佐
官
）
と

敵

意

を

む

き
出

し

に

し

て

い

る
。今

回
の
対
立
の
発
端
は
、

２０

日
の
大
統
領
就
任
式
の
参
加
者

数
に

つ
い
て
、
米
紙
や
テ
レ
ビ

な
ど
が
会
場
の
写
真
や
地
下
鉄

乗
降
客
数
な
ど
か
ら
、
１
８
０

万
人
が
参
加
し
た
と
さ
れ
る
２

０
０
９
年
の
オ
バ

マ
前
大
統
領

の
就
任
式
よ
り
大
幅
に
少
な
か

っ
た
、
と
報
じ
た
こ
と
だ
。

「不

人
気
で
注
目
度
も
低
い
」
と
冷

や
水
を
浴
び
せ
ら
れ
た
こ
と
に

憤

っ
た
ト
ラ
ン
プ
氏
は
狐
日
、

「１
５
０
万
人
に
み
え
た
」
な

ど
と
報
道
を
否
定
。
ス
パ
イ
サ

ー
氏
も
同
日
、
記
者
団
に

「過

去
最
大
の
参
列
者
数
だ

っ
た
」

と
反
論
、
質
問
も
受
け
付
け
な

か

っ
た
。

こ
の
時

ス
パ
イ
サ
ー
氏
が
主

張
の
根
拠
と
し
た
地
下
鉄
の
乗

降
客
数
に

つ
い
て
、

ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク

・
タ
イ
ム
ズ
紙
が
交
通
機

関

へ
の
取
材
を
基
に
「虚
偽
だ
」

な
ど
と
再
び
批
判
。

コ
ン
ウ

ェ

ー
大
統
領
顧
間
が
２２
日
の
テ
レ

ビ
番
組
で
再
反
論
し
、
対
立
が

先
鋭
化
し
て
い
た
。

ス
パ
イ
サ
ー
氏
は
２３
日
の
会

見
で
、
地
下
鉄
の
利
用
者
数
は

誤

っ
て
い
た
と
認
め
た
。
さ
ら

に

「過
去
最
大
」
と
の
主
張
も
、

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
経
由
な
ど
で

見
た
人
の
数
も
含
め
た
数
字
だ

と

「修
正
」
。

「決
し
て
う
そ

を

つ
か
な
い
と
い
う
の
が
我
々

の
意
図
だ
」
と
語

っ
た
。

一
方
で
、
既
成
主
要
メ
デ

ィ

ア

ヘ
の
不
信
感
も
隠
さ
な
か

っ

た
。
オ
バ
マ
前
政
権
ま
で
は
、

会
見
室
の
１
列
目
に
座

っ
て
い

る
通
信
社
や
テ
レ
ビ
の
記
者
か

ら
優

先

的

に
質

問

さ

せ

て

い

た
。し

か
し
、
ス
パ
イ
サ
ー
氏
は

１
間
目
か
ら
後
方
の
記
者
、
ま

た
外
国
メ
デ

ィ
ア
の
記
者
ら
を

次
々
と
指
名
。
１
列
目
の
Ｃ
Ｎ

Ｎ
記
者
が
指
名
さ
れ
た
の
は
、

約
１
時
間
２０
分
続
い
た
会
見
の

後
半
だ

っ
た
。

ス
パ
イ
サ
ー
氏
は
ま
た
、
首

都
ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
８０
Ｆ
超
離

れ
た
場
所
の
記
者
や
ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ
ス
の
通
行
証
を
持
た
な
い

組
織
の
記
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ

ト
電
話
で
参
加
で
き
る
４
席
を

今
週
後
半
に
新
設
す
る
と
発
表

し
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
を
拠
点
と

す
る
主
要
メ
デ

ィ
ア
を
通
さ
ず

に
情
報
発
信
を
し
よ
う
と
い
う

意
識
の
反
映
と
見
ら
れ
る
。

トラ ンプ米政 権 発 足 後、初 め ての定例 記 者 会 見 を

するスパ イサー大統領報 道宮 =米首都 ワシン トン

のホ ワイ トハ ウスで 23日 、西 田逢一郎撮 影

孝』 |ぇ丞一

トラぅァ
を
k女 キキ千半f屯
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